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植 物 園
木下栄一郎准教授
本研究室は，野生植物の種分化や生活史の進化に関
する研究をおもに行っている。主な研究テーマは以下
のとおりである。
1．コバノガマズミに見られる自家不和合性の崩壊
ミヤマガマズミはすべての個体が強い自家不和合性
を示すのに対し，コバノガマズミは自家不和合性の程
度が異なり強い自家不和合性を示す個体から完全な自
家和合性の個体まで見られる。他殖から自殖への進化
モデルの作成とそれの検証を行う。それら2種は，他
殖から自殖への進化モデルの作成とそれの検証を行う
ためのよい材料である
植物系統進化学研究室
山田敏弘准教授，小藤累美子助教
私たちは，陸上植物に起きた新奇体制の進化を解明
するため，進化発生学的な研究（古植物学を含む）を
進めている。
1．葉の起源に関する研究
約4億年前に現れた種子植物の祖先は葉を持たず，
3．7億年前になって茎から葉が進化した。茎は円柱
状であるのに対し葉は扁平であることから，茎から葉
への進化には，円柱を‘平らにつぶす，発生変更を
伴ったはずである。シロイヌナズナのYABBY遺伝子
は，葉原基の葉身を側方へと伸長させる働きを持ち，
この遺伝子の変異体では葉が円柱状になる。また，変
異体では茎特異的な遺伝子プログラムが異所的に作動
する。このため,YABBY遺伝子は茎から葉への進化
を担った責任遺伝子の有力候補である。私たちは，原
始的被子植物のハゴロモモ（スイレン目）において
YABBY遺伝子の網羅的な発現解析を行い，これらが
葉身の伸展部で強く発現することを明らかにし，上述
の仮説が支持されることを示した。また，葉器官が心
皮や外珠皮へと転用されるのに伴い,YABBY遺伝子
の分化が起きたことを示した。
2．テンナンショウ属植物の同齢集団の個体数とと遣
伝子型の動態
集団の遺伝的構造の解析にはある時点でのさまざま
な齢集団の遺伝的構造を調べる方法もある。同齢集団
を構成する個体は齢とともに減少し，それに伴い遺伝
子型頻度（あるいは遺伝子頻度）することが期待され
る。後者の方法は遺伝子型の違いに起因する選択的な
死亡を直接検出できる。
3．鳥散布種子と森林更新の関係
ほ乳類などによる動物散布種子をもつ植物より，鳥
散布種子をもつ植物のほうが種子散布能力ではすぐ、
れ，森林の更新（遷移）に大きな影響をおよぼしてい
る。石川県の2次林で，森林の種子生産量とその季節
変化，烏相の季節変化との関係を調べている。
2．絶滅裸子植物キカデオイデア類の類縁と生態に関
する研究
本邦に分布する白亜系から絶滅裸子植物キカデオイ
デア類の複葉化石2種(MIsso"""γjSo応"〃sp.nov.,
Zz"z"s6〃〃j)を報告し，その組織学的研究を行っ
た。これら複葉の柄の維管束は共通して円形に配置
し，逆Q型に配置したソテツ類の維管束とは明確に異
なった。従って，両類は見かけ上よく似た複葉を持つ
が，別起源であると考えられた。
3．原始的な陸上植物の器官形成メカニズムの研究
原始的な陸上植物は，配偶体上に多細胞からなる配
偶子のうを形成する。配偶子のうは内部に配偶子を形
成する袋状の器官で，始原細胞から決まった順序で斜
方分裂，並層分裂，垂層分裂が起き，外側の袋と内側
の配偶子のうが形成される。私たちは，陸上植物が初
期に獲得したと考えられる3次元的な器官形成を制御
する遺伝子メカニズムを解明するため，コケ植物上メ
ツリガネゴケのジーントラップラインから配偶子のう
形成に関与する遺伝子を単離し，機能解析を進めてい
る。
4．新規植物への遣伝子導入系の開発
単細胞藻類やシダ植物など，植物進化を研究する上
で重要な系統的位置にあるにもかかわらず，遺伝子導
入系が存在しないことにより遺伝子機能の解析ができ
ない植物に関して，遺伝子導入系の開発を行ってい
る。
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昆虫は，ライフサイクルの中で，形態と行動様式を
大きく変化さる。本研究室では，カイコガ・ショウジョ
ウバエ・ミツバチをモデルに，分子生物学的および神
経行動学的視点から，脱皮・変態などの発生過程に伴
う現象の分子基盤やフェロモン認識や情報処理の神経
機構を探る研究を行っている。主な研究テーマは以下
の通りである。
1．カイコガの脱皮・変態などの発生過程に伴う現象
の分子基盤に関する研究
(1)カイコガをモデルに，幼虫から蝿期までの様々な
現象を，インスリン様ペプチド（ボンビキシン)，エ
クジソン，幼若ホルモンとの相互作用を念頭に，糖や
脂質の代謝，生殖細胞への影響に焦点を当て解析する
ことにより，動物界に共通する個体全体の代謝，発育
調節生殖システムを探ることを目的とする研究を行
うo
環日本海域環境研究センター臨海実験施設
笹山雄一教授，鈴木信雄准教授
当施設では，海洋生物の生理学的解明について形態
学的手法や分子生物学的手法を用いて研究している。
主なテーマを以下に示す。
1．マシコヒゲムシの生態・生理・生化学に関する研
究
世界の冷水域や深海に生息する有鬚動物門のヒゲム
シ類は口や消化管がなく，硫化水素を酸化してエネル
ギーを得る細菌を体内に共生させ，その細菌が作る炭
水化物によって生きている。能登半島の九十九湾は暖
流が流れ込む浅い海であるが，ここに生息するマシコ
ヒゲムシは世界で唯一，暖流に棲む種である。これま
でに私たちは本種の完全固体を世界で初めて採集し，
本種に細菌が共生していること，その細菌が炭素を固
定するための遺伝子を持つことを証明，硫化水素を無
毒化する能力を持つ本種のヘモグロビンの一次構造を
解明した。
2．海産無脊椎動物及び魚類を中心とした脊椎動物の
ペプチドホルモンの分子進化及び作用進化に関する
研究
ペプチドホルモンとしてカルシトニンを中心に，そ
2．神経活動依存的発現を示す遣伝子を用いたフェロ
モン情報を伝達する神経回路の解析
昆虫類は様々なフェロモンを利用した個体間コミュ
ニケーションを行う。我々の研究室では，神経活動依
存的な発現応答を示す遺伝子を，昆虫の脳において初
めて同定することに成功している。この遺伝子の活性
を利用し，カイコガ，ショウジョウバエ，ミツバチと
いった幅広い昆虫種を対象に，フェロモン情報が脳で
どのように伝達・認識されているのか，といったこと
の解明に取り組んでいる。
3．昆虫の脳において性差を生み出す分子機構の解明
昆虫は外部形態のみならず行動においても，顕著な
雌雄間での性差がある。カイコガの脳をモデルに，昆
虫の脳において性差を規定する分子機構の解明に取り
組んでいる。これまでに，メスのカイコガの脳にのみ
特異的に発現するnoncodingRNA(IW"-Iと命名：
新規な遺伝子）を同定した。さらにマイクロアレイ解
析などを駆使し，いくつかの性特異的発現を示す遺伝
子を同定している。
の分子構造の変化を調べ，カルシトニンの作用がどの
ように変化したのかについて解析している。
脊椎動物では，カルシトニンは骨を壊す細胞（破骨
細胞）の活性を抑制して，その結果として骨を強くす
るホルモンである。しかし，このホルモンは，骨のな
い軟骨魚類のアカエイや無脊椎動物のホヤにも存在し
ている。そこで，このホルモンの生理作用がどのよう
に変化してきたのかを分子生物学的な手法を用いて解
析している。
3．魚類のウロコを用いた研究
ウロコには骨を作る細胞（骨芽細胞）と破骨細胞が
共存することから，ウロコを骨のモデルとしたアッセ
イ系を開発した。そのアッセイ系を用いて，物理的刺
激（重力，微小重力，磁場超音波）やホルモン等の
生理活性物質の作用を解析している。2010年5月，キ
ンギョのウロコを用いて，国際宇宙ステーション「き
ぼう」で微小重力に対する作用と新規化合物による骨
吸収抑制作用を調べる宇宙実験を実施した。
さらに環境汚染物質の作用も研究している。最近，
重油に含まれる多環芳香族炭化水素類が魚の骨代謝を
攪乱していることを証明した。重油汚染により魚の脊
柱誉曲が報告されているので，その機構の解明を目指
している。
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